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予防センタ （ーCDC）では、世界的なタミフル耐性 A ソ連型ウイルス (A/H1N1) の拡がりを報告しており、
我が国でも国立感染症研究所をはじめとする調査チームの報告によると、A ソ連型タミフル耐性株の








Global Influenza Surveillance Network (FluNet)
を通じて、耐性ウイルスの調査を強化している。その
報告によると、タミフル耐性ウイルスはインフルエンザ
ウイルスのA/H1N1（Aソ連型 ) 注 1、2）で高頻度にみら
れ、2008 年 4 ～10 月時点での世界全体の出現頻度


















報告によると、2008 年から 2009 年に検出された全
ての Aソ連型に占めるタミフル耐性ウイルス株の割合
は、アフリカ諸国全体とオ スートラリアが 80% 台、米




チームの報告によると、2007 年が 0.3%、2008 年
は 3% 未満であったが、2009 年 1 月 30 日報告時点
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 ライフサイエンス分野	 TOPICS	 Life Science
注1：インフルエンザウイルスは、粒子内の核蛋白複
合体の抗原性の違いからA・B・C型に分けられ、A・
B型は外皮蛋白ヘマグルチニン（HA）とNAの違いによ
って幾つかの亜型に分類されている。HAはウイルス
の呼吸器細胞表面への結合を担う血球凝集素である。
注2：現在、世界共通にヒトで流行しているのは、A型の
H3N2（香港型）とH1N1（ソ連型）、B型の3種。
注3：HA阻害剤。HAとの結合様式が、タミフルと異なる。
